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は　し　が　き

　本号の「研究業績目録」には，2016年10月から2017年9月までの業績を掲載しました．業績の区分は，a－
研究論文，b－学術図書，c－その他の著書・訳書，d－学会発表，e－調査・実験報告書，f－その他，とし，
各自の申請に基づいています．各学科の教員組織（2017年10月1日現在）は以下の通りです．

 生物学科　
  （基礎生物学コース）
   葛西身延，黒尾正樹，福澤雅志，大河　浩，小林一也，笹部美知子，西野敦雄，吉田　渉
  （生態環境コース）
   東　信行，杉山修一，池田紘士，石田　清，曽我部篤，山尾　僚

 分子生命科学科
  （生命科学コース）
   姫野俵太，牛田千里，高田　晃，森田英嗣，横山　仁，栗田大輔，畠山幸紀
  （応用生命コース）
   殿内暁夫，橋本　勝，吉田　孝，坂元君年，園木和典，濱田茂樹

 食料資源学科　
  （食料バイオテクノロジーコース）
   石川隆二，千田峰生，赤田辰治，柏木明子，田中克典
  （食品科学コース）
   戸羽隆宏，岩井邦久，中島　晶，佐藤之紀，前多隼人
  （食料生産環境コース）
   青山正和，佐野輝男，田中和明，松山信彦，金児　雄

 国際園芸農学科　
  （園芸農学コース）
   荒川　修，鈴木裕之，張　樹槐，松﨑正敏，川崎通夫，本多和茂，前田智雄，叶　旭君
   田中紀充
  （食農経済コース）
   泉谷眞実，澁谷長生，石塚哉史，高梨子文恵，成田拓未，佐藤加寿子，佐藤孝宏
   吉仲　怜，正木　卓

 地域環境工学科
   泉　　完，佐々木長市，檜垣大助，藤崎浩幸，遠藤　明，加藤　幸，丸居　篤，森　　洋
   加藤千尋，鄒　青穎，森谷慈宙

 生物共生教育研究センター　
   伊藤大雄，林田大志，姜　東鎮，房　家琛
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【生物学科】
【基礎生物学コース】
葛西　身延

黒尾　正樹
d-01. Tsukamoto, S., M. Kuro-o, T. Okamoto, M. Motokawa: Genetic and morphological variations of Plestiodon 

finitimus in Northern Japan. The international symposium on Asian vertebrate species diversity (AVIS 6) 
(Okinawa), 2016.  

d-02. 丹羽奎太・黒尾正樹：ミトコンドリアDNA解析に基づくツシマサンショウウオの 2系統．日本爬虫両棲類学会
第55回沖縄大会（沖縄）, 2016.   

d-03. 塚本誠太・黒尾正樹・岡本　卓・本川雅治：北日本におけるヒガシニホントカゲの遺伝的・形態的変異について．
日本爬虫両棲類学会第55回沖縄大会（沖縄）, 2016. 

d-04. 黒尾正樹・鈴木千尋・田中　駿・佐々木七星・長内淳次・石田　清：マイクロサテライト・マーカーを用いたチョ
ウゲンボウの個体識別．日本鳥学会 2017年度大会（つくば）, 2017.   

d-05. 丹羽奎太・黒尾正樹・西川完途：mtDNA解析に基づくツシマサンショウウオの 2集団．日本動物学会第 88回大
会（富山）, 2017.  

f-01. Niwa, K., M. Kuro-o: Two lineages of Hynobius tsuensis based on mitochondrial DNA analysis. Bull. Herpetol. 
Soc. Jpn, 2017: 64, 2017.  

f-02. Tsukamoto, S., M. Kuro-o, T. Okamoto, M. Motokawa: Genetic and morphological variations of Plestiodon 
finitimus in Northern Japan. Bull. Herpetol. Soc. Jpn, 2017 : 99, 2017.  

f-03. 黒尾正樹・鈴木千尋・田中　駿・佐々木七星・長内淳次・石田　清：マイクロサテライト・マーカーを用いたチョ
ウゲンボウの個体識別．日本鳥学会 2017年度大会講演要旨集 : 54, 2017.

福澤　雅志
d-01. 岩田大次郎・永井峻介・福澤雅志：内因性アデノシン減少による発生への影響とサイズ調節に変異を持つREMI 

ミュータントの解析．日本細胞性粘菌学会　第6回年会（上智大学）, 2016.

大河　浩
d-01. 太田翔子・野口明日笑・和田みさき・大河　浩：トマト果実におけるPEPC翻訳後修飾機構．第 6回東北植物学

会大会（仙台）, 2016.
d-02. 片野創太・Ferjani Ali・大河　浩：シアノバクテリアの生育における可溶性PPaseの役割 .第 6回東北植物学会

大会（仙台）, 2016.
d-03. 野口明日笑・太田翔子・信平華寿・大河　浩：トマトPEPC酵素活性特性解析．第6回東北植物学会大会（仙台）, 

2016.
d-04. 片野創太・Ferjani Ali・大河　浩：シアノバクテリアにおける可溶性PPaseの役割．日本植物学会第81回大会（野

田）, 2017．
d-05. 太田翔子・野口明日笑・大河　浩：トマト果実におけるPEPC翻訳後修飾機構の解明．日本植物学会第81回大会（野

田）, 2017．

小林　一也
a-01. Kobayashi, K., T. Maezawa, H. Tanaka, H. Onuki, Y. Horiguchi, H. Hirota, T. Ishida, K. Horiike, Y. Agata, M. Aoki, 

M. Hoshi, M. Matsumoto: The identification of D-tryptophan as a bioactive substance for postembryonic ovarian 
development in the planarian Dugesia ryukyuensis. Sci. Rep., 7 : 45175, 2017

b-01. 小林一也・関井清乃：シリーズ・生命の神秘と不思議　プラナリアたちの巧みな生殖戦略．裳華房 , 2017
c-01. 小林一也：切っても死なない！？プラナリアから学ぶ生殖戦略．青い森しんきん　とれんど情報 , No.456, 11月号 , 

2016
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d-01. Kobayashi, K.: Reproductive switching in freshwater planarians: Asexual Dugesia ryukyuensis worms are 
experimentally sexualized by administration of substances contained in yolk glands. International Symposia III, 
The 22th International Congress of Zoology (Okinawa), 2016（招待講演）

d-02. Maezawa, T., M. Ishikawa, K. Sekii, G. Nagamatsu, K. Kobayashi: Tryptophan activates the reproductive organs-
specific expression level of an amino acid transporter homolog, Dr-SLC38A9 to promote sexual induction of the 
planarian Dugesia ryukyuensis. The 87th meeting of Zoological Society of Japan (Okinawa), 2016

d-03. Miyashita, S., M. Ishikawa, K. Sekii, T. Maezawa, K. Kobayashi: Putative sex-inducing substances in cocoons of 
the planarian Dugesia ryukyuensis. The 87th meeting of Zoological Society of Japan (Okinawa), 2016

d-04. 前澤孝信・宮下奏一郎・石川正樹・関井清乃・永松剛・小林一也：Ｄ-トリプトファンによるプラナリア有性化
の誘導機構．平成29年度日本動物学会中国四国地区三学会合同大会（高知）, 2016．

d-05. Kobayashi, K.: Switching from an asexual to a sexual state in freshwater planarians: Identification of sex-
inducing substances. The International Research Symposium on Regulation of Germ Cell Development in vivo 
and in vitro (Fukuoka), 2017（招待講演）

d-06. 小林一也：プラナリアにおいて無性生殖から有性生殖への転換を誘導する低分子化合物について．関連集会「生
殖戦略̶さまざまな動物の次世代創発システム」日本動物学会第88回富山大会（富山）, 2017（招待講演）

d-07. 佐藤勇輝・永尾理沙・嶋崎　綾・関井清乃・小林一也・柴田典人・阿形清和：プラナリアの胚発生期における全
能性幹細胞ニッチの形成．日本動物学会第 88回富山大会（富山）, 2017

d-08. 関井清乃・宮下奏一郎・虻川真里奈・佐々木瑞希・関まどか・小林一也：扁形動物門で広く保存される有性生殖
誘導因子．日本動物学会第 88回富山大会（富山）, 2017

d-09. 前澤孝信・宮下奏一郎・石川正樹・関井清乃・小林一也：Ｄ-トリプトファンによるプラナリア有性化の誘導機構．
日本動物学会第88回富山大会（富山）, 2017

d-10. 宮下奏一郎・石川正樹・虻川真里奈・関井清乃・坂元君年・前澤孝信・小林一也：メタボローム解析を用いたプ
ラナリア有性化因子の同定．日本動物学会第 88回富山大会（富山）, 2017

f-01. 関井清乃・宮下奏一郎・小林一也：意外と知らないプラナリア．来て見て触って遊んでいって！日本動物学会第
87回沖縄大会（沖縄）, 2016

笹部　美知子
a-01. Li, H., B. Sun, M. Sasabe, X. Deng, Y. Machida, H. Lin, Y. Lee, B. Liu: Arabidopsis MAP65-4 Plays A Role in 

Phragmoplast Microtubule Organization and Marks the Cortical Cell Division Site. New Phytologist, 215 : 187‒
201, 2017

d-01. 鈴木伶奈・森岡祉門・西田結花・桧垣　匠・植村知博・安原裕紀・馳澤盛一郎・上田貴志・町田泰則・笹部美知子：
細胞板形成におけるNACK1キネシンの役割．東北植物学会第6回大会（東北大学青葉山北キャンパス）, 2016．

d-02. 増子雄貴・笹部美知子：M期特異的に発現する新奇レセプター様キナーゼの機能解析 . 東北植物学会第6回大会（東
北大学・青葉山北キャンパス）, 2016．

d-03. 笹部美知子・伊藤千尋・樋口奈々美・高橋雛子・佐野亮輔・倉田哲也・出村　拓・町田泰則：細胞の伸長と分裂
の方向を決める因子の探索：プロトプラストと化合物の利用 . 日本植物学会第81回大会（東京理科大学・野田キャ
ンパス）, 2017．

d-04. 鈴木崇紀・笹部美知子・町田千代子・町田泰則：葉の形態形成を司るシロイヌナズナのMYB転写因子 
ASYMMETRIC LEAVES 1 （AS1） タンパク質の細胞内局在における新たな知見 . 日本植物学会第81回大会（東
京理科大学・野田キャンパス）2017．

西野　敦雄
a-01. Hirai, S., K. Hotta, Y. Kubo, A. Nishino, S. Okabe, Y. Okamura, H. Okado: AMPA glutamate receptors are 

essential for sensory-organ formation and morphogenesis in the basal chordate. Proc. Natl. Acad. Sci. U. S. A., 
114 : 3939‒3944, 2017.

a-02. 西野敦雄・小野富三人：神経筋シナプスのメカニズムとその進化：ホヤから魚，そしてヒトへ . 比較生理生化学
34 : 12-21, 2017.

b-01. Nishino, A.: Morphology and physiology of the ascidian nervous systems and the effectors. In “Transgenic 
Ascidians” Y. Sasakura (ed.) Springer, in press, 2017.

b-02. Nishino, A., Y. Okamura: Evolutionary history of voltage-gated sodium channels. In the Handbook of Experimental 
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Pharmacology series “Voltage-gated Sodium Channels and Their Related Diseases” M. Chahine (ed.) Springer, in 
press, 2017.

d-01. 西野敦雄・工藤千珠秀・西野純子・伊藤良博・小谷健二・森　恭子・吉田　達：高温下におけるホタテ鰓繊毛運
動の高速度カメラ解析およびネンエキボヤの実験室内飼育系の確立．平成28年度青函水産試験研究交流会議（ホ
タテガイ部会）（函館市国際水産・海洋総合研究センター）, 2016.

d-02. 西野敦雄・渡部　翔・原　隆志：ホヤ幼生の遊泳運動を規定する内的要因．日本動物学会第 88回大会，シンポ
ジウム「海産無脊椎動物―生命情報の宝の山V―」（富山県民会館）, 2017. 

d-03. 横堀伸一・笠原享祐・大塚玄航・西野敦雄・小沼　健・西田宏記・山岸明彦：18S rRNA遺伝子並びにミトコン
ドリアゲノムに基づくオタマボヤ綱の分子系統解析．日本動物学会第88回大会（富山県民会館）, 2017.

吉田　渉
a-01. 吉田　渉・大嶋真謙 1）：好適培養条件下におけるマナマコの幼生成長速度 . 弘前大学農学生命科学部学術報告 19 : 

1‒10, 2017. 1）現）株式会社シャトー海洋調査 
d-01. Yoshida, W., S. Nishitani, S. Ishida: The first record of Phagocata sibirica (Platyhelminthes: Planariidae) in Japan. 

The 87th meeting of Zoological Society of Japan (Okinawa), 2016.
d-02. Kubo, K., Q. Wang, Y. Saito, M. Osanai, W. Yoshida: Regeneration of internal organs in sea cucumber Apostichopus 

japonicus. The 87th meeting of Zoological Society of Japan (Okinawa), 2016.
d-03. 吉田　渉・田中議顕 1）・須藤耕佑 2）：アメフラシに寄生する扁形動物Urastoma sp.の多産系統 . 第19回大会 日本

進化学会 （京都大学） 1）しまね海洋館 , 2）国立科学博物館
f-01. 吉田　渉：驚くべきナマコの再生，その能力に迫る！ 兵庫県立大学生体情報科学一講座セミナー　講演（兵庫

県立大学）2017年 5月 22日
f-02. 吉田　渉：ナマコ漁業と資源管理，そして増養殖へ . 日本青年会議所水産部会 講演（南あわじ市）2017年 9月 23

日

【生態環境コース】
東　信行
a-01 Sato, N. N. Azuma : Isotopic fractionation with morphological change and sexual specificity in the lappet moth 

Euthrix potatoria, Entomologia Experimentalis et Applicata, 161(3) : 181‒186, 2016
a-02 塩塚菜生・東　信行：青森県西部におけるカワネズミChimarrogale platycephalusの捕獲記録，白神研究 . 12 : 

32‒37, 2017
a-03 ムラノ千恵・東　信行：青森県弘前市のりんご園におけるハタネズミMicrotus montebelliのアルビノ個体の捕獲，

哺乳類科学 . 57 : 99‒102, 2017
a-04 矢田谷健一・泉　完・東　信行・丸居　篤：既設全面越流型階段式魚道切欠き部における小型ウキゴリ類等の遡

上実態調査，土木学会論文集B1（水工学） Vol.73, No.4, I_397-I_402, 2017
a-05 矢田谷健一・泉　完・東　信行・丸居　篤（2017）：河川遡上期の小型ウキゴリ類の高流速条件下における遊泳能

力，農業農村工学会論文集，No.305,（85-2）, Ⅱ_53-Ⅱ_59 ,2017
d-01 Honda, R. N. Azuma: Does the great cormorant kleptoparasitize on the grey heron’s antipredatory effort in the 

mixed-species colony ?, 22nd International Congress of Zoology, 2017 (Okinawa)
d-02 東　信行：様々な元素を用いた動物の移動追跡，日本生態学会第64回全国大会，2017
d-03 藤田　剛・須和健太・杉山大和・清川紘樹・黒江美紗子・東　淳樹・東　信行・宮下　直：里山に生息する猛禽

サシバの餌動物量の緯度勾配：分布北限周辺のカエル，ネズミ，バッタ類を中心に，日本生態学会第 64回全国
大会（東京），2017

d-04 森田知沙・香川裕之・東　信行 : 河畔林における同一巣での繁殖例からみたオオタカとノスリの資源利用，日本
生態学会第64回全国大会（東京），2017

d-05 菊地亮太・神崎東子・工藤誠也・井上博元・東　信行：再開発ダム完成前後のダム下流生態系における物質循環
の比較，日本生態学会第 64回全国大会（東京），2017

d-06 本多 里奈・東 信行：なぜカワウとアオサギは同居できるのか？，日本生態学会第 64回全国大会（東京），2017
d-07 工藤誠也・大宮慧子・三浦太智・渡邉 泉・東 信行：軟組織微量元素を用いたマダラ陸奥湾産卵群の来遊源推定，

平成29年度日本水産学会春季大会（東京），2017
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d-08 三浦太智・工藤誠也・白井厚太朗・杉原奈央子・東 信行：耳石微量元素を用いたマダラ陸奥湾産卵群の来遊履
歴推定平成29年度日本水産学会春季大会（東京），2017

d-09 杉本亜里沙・泉　完･東　信行・丸居　篤：小型通し回遊魚の遊泳能力について─ワカサギの臨界遊泳速度に関
する実験（予報），平成 29年度農業農村工学会大会（藤沢） : 676‒677, 2017

d-10 日詰文太・ムラノ千恵・東　信行：津軽地方のリンゴ園地帯に生息するフクロウの採餌生態，日本哺乳類学会 
2017年度大会（富山），2017

d-11 ムラノ千恵・東　信行：りんご果樹園に営巣したフクロウのハタネズミ個体数抑制効果，日本鳥学会 2017年度
大会（つくば），2017

d-12 本多里奈・東　信行：カワウ・アオサギ混合コロニーにおける営巣位置と繁殖成績，日本鳥学会2017年度大会（つ
くば），2017

d-13 日詰文太・ムラノ千恵・東　信行：りんご園地帯における繁殖期のフクロウの生息環境特性，日本鳥学会 2017
年度大会（つくば），2017

d-14 鈴木遥菜・高橋雅雄・蝦名純一・東　信行：同所的に繁殖したニュウナイスズメとスズメの給餌内容，日本鳥学
会2017年度大会（つくば），2017

d-15 菊地亮太・神崎東子・工藤誠也・井上博元・東　信行：再開発ダム完成前後のダム下流域生態系における物質循
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performance and meat quality in finishing pigs. Anim. Sci. J, 87 : 1516‒1521, 2016.
a-02. 鈴木裕之：哺乳動物卵における微小管，マイクロフィラメントならびに中間径線維の分布と機能．東北畜産学会

報 66 （3） : 41‒51, 2017
d-01. 松崎正敏・木下結貴・小倉　亮・齋藤知明・房家シン・鈴木裕之：リンゴ粕サイレージ給与で生産したラム肉の

香気成分について．日本緬羊研究会第 61回大会（宮内庁御料牧場，高根沢町），2016.10.
d-02. 鈴木裕之・金　海燕・房家シン・松崎正敏：成熟中のハムスター卵母細胞におけるNeurofilament（NF）サブユニッ

トの局在と機能．日本畜産学会第 122回大会（神戸大学，神戸市），2017.3.
d-03. 松崎正敏・竹内紫穗・木村　中・房家シン・鈴木裕之：Difructose Anhydride 3 （DFA3）の添加給与がめん羊の

糖代謝に及ぼす影響．日本畜産学会第 122回大会（神戸大学，神戸市），2017.3.
d-04. 鈴木裕之・高田裕貴・房家シン・松崎正敏：成熟中のハムスター卵母細胞におけるグリア線維性酸性タンパク質

の局在と機能．東北畜産学会第 67回青森大会（県民福祉プラザ　県民ホール，青森市），2017.8.
d-05. 梅木直哉・姜　東鎮・鈴木裕之・松崎正敏：リンゴジュース粕を混合した飼料イネWCSの発酵品質が嗜好性に

及ぼす影響 . 東北畜産学会第 67回青森大会（県民福祉プラザ　県民ホール，青森市），2017.8.
d-06. 木村　中・松崎正敏・房家シン・鈴木裕之：新生子めん羊への初乳追加給与が成長，血液成分，体組成および免

疫機能に及ぼす影響．第 123回日本畜産学会大会（信州大学，松本市），2017.9.

張　樹槐
a-01. Arakawa, O., S. Kikuya, P. Pungpomin, S. Zhang and N. Tanaka: Accumulation of anthocyanin in apples in 

response to blue light at 450 nm: recommendations for producing quality fruit color under global warming. Eur. 
J. Hortic. Sci. 81(6): 297‒302, December 2016

a-02. Xujun Ye, Shyota Ishioka, Shuhuai Zhang: Estimation of the degree of red coloration in flesh of a red-fleshed 
apple cultivar 'Kurenai no Yume' with a UV-Vis-NIR interactance device, Postharvest Biology and Technology. 
Volume 124, Pages 128‒136, February 2017

a-03. 阿部汐里・張  樹槐・叶　旭君：ハイパースペクトル画像計測によるリンゴ成葉の窒素含有量推定モデルの構築 . 
農業食料工学会東北支部報No.63 : 29‒32，2016

d-01. 叶　旭君・阿部汐里・張　樹槐：ハイパースペクトル画像計測を用いたリンゴ樹の個葉および樹冠レベルの栄養
状態評価と可視化，第76回農業食料工学会年次大会講演要旨（東京農業大学），26，2017

d-02. 張　樹槐・岡本泰宏・叶　旭君：アスパラガス内部品質の非破壊的推定に関する研究，第 76回農業食料工学会
年次大会講演要旨（東京農業大学），31，2017

d-03. 煙山智司・叶　旭君・吉川元起・張　樹槐：新規ニオイセンサーMSSを利用した西洋ナシ ‘ラ・フランス’ の食
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べ頃判定，第76回農業食料工学会年次大会講演要旨（東京農業大学），230，2017
d-04. 阿部汐里・張　樹槐・叶　旭君・河内遥香・芳村裕之：ライススキャンとSPADによるリンゴ成葉の窒素含有量

の推定，第76回農業食料工学会年次大会講演要旨（東京農業大学），232，2017
d-05. 木村　敬・廣瀬　孝・叶　旭君・片平光彦・小田昭浩・張　樹槐：ブリネル硬度測定によるバイオコークス物性

の簡易推定法について，平成 29年度農業食料工学会東北支部大会研究発表会要旨集（盛岡市），15‒16，2017
d-06. 叶　旭君・伊澤知輝・張　樹槐：トマトの果色解析によるリコピン含有量の推定および果実の等級選別Android

モバイルアプリケーションの開発，平成 29年度農業食料工学会東北支部大会研究発表会要旨集（盛岡市），
17‒18，2017

d-07. 喬　炎・三浦大志・北山秋雄・王　艶薇・柄澤邦江・伊藤みほ子・森上幸恵・常　淑文・張　樹槐・赤羽秀樹：
iPhone/スマートフォンのカメラを活用した褥瘡の早期診断装置の開発．第 19回日本褥瘡学会（盛岡市），ポス
ター発表，2017

d-08. 安　松浩・荒川　修・張　樹槐・田中紀充：サクラ ‘ソメイヨシノ’ 花弁の着色に関する研究．園芸学会（日本大学）．
園学研 , 16別1 : 434,  2017

f-01. 煙山智司・張　樹槐：セイヨウナシ “ラ・フランス” の可食適期判定へのMSSの応用，MEMSセンシング&ネッ
トワークシステム展 2017，10月 4日‒ 6日，幕張メッセ，2017 

f-02. 煙山智司・張　樹槐：セイヨウナシ “ラ・フランス” の可食適期判定へのMSSの応用，アグリビジネス創出フェ
ア2017，10月 4日‒ 6日，東京ビッグサイト，2017

松﨑　正敏
d-01. 松﨑正敏・木下結貴・小倉　亮・齋藤知明・房家シン・鈴木裕之：リンゴ粕サイレージ給与で生産したラム肉の

香気成分について．日本緬羊研究会第 61回大会 （宮内庁御料牧場，高根沢町），2016.10.
d-02. 鈴木裕之・金　海燕・房家シン・松﨑正敏：成熟中のハムスター卵母細胞におけるNeurofilament（NF）サブユニッ

トの局在と機能．日本畜産学会第 122回大会（神戸大学，神戸市），2017.3.
d-03. 松﨑正敏・竹内紫穗・木村　中・房家シン・鈴木裕之：Difructose Anhydride 3 （DFA3）の添加給与がめん羊の

糖代謝に及ぼす影響．日本畜産学会第 122回大会（神戸大学，神戸市），2017.3.
d-04. 鈴木裕之・高田裕貴・房家シン・松﨑正敏：成熟中のハムスター卵母細胞におけるグリア線維性酸性タンパク質

の局在と機能．東北畜産学会第 67回大会（県民福祉プラザ県民ホール，青森市）, 2017.8.
d-05. 梅木直哉・姜　東鎮・鈴木裕之・松﨑正敏：リンゴジュース粕を混合した飼料イネWCSの発酵品質が嗜好性に

及ぼす影響 . 東北畜産学会第 67回大会（県民福祉プラザ県民ホール，青森市），2017.8.
d-06. 木村　中・房家シン・鈴木裕之・松﨑正敏：新生子めん羊への初乳追加給与が成長，血液成分，体組成および免

疫機能に及ぼす影響．日本畜産学会第 123回大会（信州大学，南箕輪村），2017.9.

川崎　通夫
a-01. Thinh, N.C., E. Kumagai, H. Shimono, M. Kawasaki: Effects of elevated CO2 concentration on bulbil germination 

and early seedling growth in Chinese yam under different air temperatures. Plant Production Science, 20: 
313‒322, 2017.

a-02. Senda, M., N. Yamaguchi, M. Hiraoka, S. Kawada, R. Iiyoshi, K. Yamashita, T. Sonoki, H. Maeda, M. Kawasaki: 
Accumulation of proanthocyanidins and/or lignin deposition in buff-pigmented soybean seed coats may lead to 
frequent defective cracking. Planta, 245: 659-670, 2017. 

a-03. Thinh, N.C., H. Shimono, E. Kumagai, M. Kawasaki: Effects of elevated CO2 concentration on growth and 
photosynthesis of Chinese yam under different temperature regimes. Plant Production Science, 20: 227‒236, 
2017.  

d-01. 川崎通夫：医学・生物学材料におけるTEM/SEM試料作製法の基礎技術と tips, 植物試料作製の基礎 . 日本顕微
鏡学会第73回学術講演会（札幌コンベンションセンター）, 2017.

d-02. 千田峰生・山口直矢・平岡未帆・川田　聡・飯吉亮太・山下一騎・園木和典・前多隼人・川崎通夫：ダイズ褐色
種子の易裂皮性に関する研究 . 日本育種学会 第131回講演会（名古屋大学全学教育棟）, 2017.

d-03. 川崎通夫・福士苑華：東北栽培用種子産地の異なる毛豆の生長と形質の特徴に関する研究 . 日本作物学会東北支
部第60回講演会（福島県農業総合センター）, 2017.

d-04. Kawasaki, M., R. Keimatsu, A. Endo: Effects of the applications of excessive irrigation water and acetaldehyde 
on Chinese yam tubers at Byobusan area of Aomori prefecture in Japan. 9th Asian Crop Science Association 
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Conference (Jeju, Korea), 2017.
d-05. 川崎通夫・小倉亮汰：ヤムイモ類塊茎における形態形成と沈降性アミロプラスト・オーキシンとの関係 . 日本作

物学会 第244回講演会（岐阜大学共通教育等）, 2017.
d-06. 清水健司・川崎通夫・吉澤　篤：アモルファスブルー相における欠陥構造 . 2017年日本液晶学会討論会（弘前大学）, 

2017.
e-01. 川崎通夫：砂丘地等における作物の地下部障害発生要因の研究および砂丘地の新作物導入に関する調査 . 受託研

究実施報告書（委託者 : 青森県西北県民局）, 2017.
f-01. 川崎通夫：超明解 ! 電顕入門講座 ─原点回帰─ , 様々な固定法 ─植物組織の固定法─ . 日本顕微鏡学会 第 28回

電顕サマースクール in Tokyo （東京慈恵会医科大学）. 講演 , 2017.
f-02. 川崎通夫：砂丘地等における作物の地下部障害発生要因の研究および砂丘地の新作物導入に関する調査 . 第 4回

屏風山地域産地力強化作戦会議（つがる市 , 屏風山野菜振興会）, 研究報告 , 2017.
f-03. 川崎通夫：第3回域資源利活用教育研究センター シンポジウム（弘前大学農学生命科学部）. 研究発表 , 2017.
f-04. 川崎通夫：屏風山地域におけるナガイモ塊茎の障害発生要因の研究および新作物導入に関する取組について . JA

つがる西北 富萢ながいも種子研究会総会・研修会（つがる市）, 講演 , 2017.

本多　和茂
a-01. T. Maeda, A. Watanabe, W. Daniel Zadrak, S. Osanai, K. Honda, S. Oku, H. Shimura, T. Suzuki, A. Yamasaki, Y. 

Okabe, K. Ueno, S. Onodera：Analysis of varietal differences in the fructo-oligosaccharide accumulation profile 
among onion (Allium cepa L.) cultivars grown by spring-sown. J. Japan Soc. Hort. Sci., 86(4): 501-510. 2017.

d-01. 本多和茂・荒矢寿峰・佐藤風汰・瀧下真由子・熊谷　泉・前田智雄・勝川健三・石川幸男：カタクリ（Erythronium 
japonicum）のりん茎付属部を用いた増殖・栽培効率化の試み . 園芸研16別2 : 546（2017）

d-02. 本多和茂・内沢秀光・立澤文見：カタクリ（Erythronium japonicum）の花のアントシアニン．園芸研 16別 1: 
436（2017）

d-03. 山田和輝・稲田雅史・佐藤純世・山田恵美・村上廣美・佐藤悠輔・赤石蓉子・佐藤　優・前田智雄・本多和茂・
竹田珠実・橋本　勝：トウガラシ ‘弘前在来’. ‘ひも’ の交雑後代におけるGC-MSを用いたカプシエイトの定量．
園芸研16別 1 : 351（2017）

d-04. ワムブラウ , ダニエル・柏谷太亮・松橋茉衣子・安原里美・奥　聡史・志村華子・本多和茂・前田智雄・山口貴之：
アスパラガスにおける光照射とフラボノイド生合成との関係に関する基礎的な遺伝子発現解析．園芸研 16別 1 : 
173（2017）

f-01. 朝日新聞青森版「弘前公園　いつ開花」. 2017年4月1日 , 25
f-02. 東奥日報「津軽のゴッホのヒマワリ異変？」. 2017年8月24日 , 15
f-03. 2015年ネパール地震後の社会再編に関する災害民族誌的研究・第 2回研究会．ネパール大震災後のヒマラヤ～そ

の現状と課題 ： 復興にむけた農業生産振興および植物遺伝資源の保護・保全と持続的利用～．2017年7月1‒2日：
国立民族学博物館

f-04. 2016 Japan- Nepal Mini-workshop on the 2015 Gorkha Earthquake-induced：Conservation and sustainable 
utilization of Himalayan plant resources on Nepal to reconstruct after earthquake disaster in 2015―My aims 
and perspectives―．New Baneshwor, Kathmandu．2016年11月11日

f-05. 千葉大学環境健康フィールド科学センター特別講演会：ネパール大震災後のヒマラヤ～その現状と課題：復興に
むけた農業生産振興および植物遺伝資源の保護・保全と持続的利用～．2017年4月18日

前田　智雄
a-01. 浅井雅美・西畑秀次・前田智雄：タマネギの積雪前と融雪後の糖およびフルクトオリゴ糖含量 . 植物環境工学 . 

28(4):182-188. 2016.
d-01. Wambrauw D., T. Kashiwatani, M. Matsuhashi, S. Yasuhara, S. Oku, H. Shimura, K. Honda, T. Maeda, T. 

Yamaguchi: Basic Gene Expression Analysis on the Relationship between Light Exposer and Flavonoid 
Biosynthesis in Asparagus. 園芸学会 (日本大学藤沢)．園学研16別 1: 173. 2017.

d-02. 山田和輝・稲田雅史・佐藤純世・山田恵美・村上廣美・佐藤悠輔・赤石蓉子・佐藤　優・前田智雄・本多和茂・
竹田珠美・橋本　勝：トウガラシ ‘弘前在来’ × ‘ひも’ の交雑後代におけるGC-MSを用いたカプシエイトの定量 . 
園芸学会（日本大学藤沢）. 園学研 15別 1 : 351. 2017.

d-03. 甲村浩之・村上満里奈・澤井亮人・前田智雄：ホワイトアスパラガスの長期採り栽培におけるプロトディオシン
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含量の時期別・方法別差異 .　園芸学会（日本大学藤沢）. 園学研15別1 : 361. 2017.
d-04. 奥　哉史・志村華子・前田智雄・実山　豊・鈴木　卓：MALDI-TOF MSを利用したタマネギ鱗茎におけるフル

クタン分布の可視化 . 園芸学会（酪農学園大学）. 園学研 15別2 : 238. 2017.
d-05. 本多和茂・新矢寿峰・佐藤風汰・瀧下真由子・熊谷　泉・前田智雄・勝川健三・石川幸男：カタクリ（Erythronium 

japonicum）のりん茎付属部を用いた増殖・栽培効率化の試み . 園芸学会（酪農学園大学）. 園学研 15別 2 : 546. 
2017.

叶　旭君
a-01. Xujun Ye, Shyota Ishioka, Shuhuai Zhang: Estimation of the degree of red coloration in flesh of a red-fleshed 

apple cultivar 'Kurenai no Yume' with a UV-Vis-NIR interactance device. Postharvest Biology and Technology, 
Vol. 124, pp. 128‒136, February 2017

a-02. Zhou Li-ping, Zhao Yan-ru, Yu Ke-qiang, He Yong, Fang Hui, Ye Xu-jun: Hyperspectral Technique for Estimating 
the Shelf-Lives of Fresh Spinach Leaves Covered with Film. Spectroscopy and Spectral Analysis, Vol. 37, No. 2, 
pp. 423-428, 2017

a-03. 阿部汐里・張  樹槐・叶　旭君：ハイパースペクトル画像計測によるリンゴ成葉の窒素含有量推定モデルの構築 . 
農業食料工学会東北支部報，No. 63，29‒32，2016

d-01. 叶　旭君・阿部汐里・張　樹槐：ハイパースペクトル画像計測を用いたリンゴ樹の個葉および樹冠レベルの栄養
状態評価と可視化 . 第 76回農業食料工学会年次大会講演要旨（東京農業大学），26，2017

d-02. 張　樹槐・岡本泰宏・叶　旭君：アスパラガス内部品質の非破壊的推定に関する研究 .第 76回農業食料工学会年
次大会講演要旨（東京農業大学），31，2017

d-03. 煙山智司・叶　旭君・吉川元起・張　樹槐：新規ニオイセンサーMSSを利用した西洋ナシ ‘ラ・フランス’ の食
べ頃判定 . 第76回農業食料工学会年次大会講演要旨（東京農業大学），230，2017

d-04. 阿部汐里・張　樹槐，叶　旭君・河内遥香・芳村裕之：ライススキャンとSPADによるリンゴ成葉の窒素含有量
の推定 . 第76回農業食料工学会年次大会講演要旨（東京農業大学），232，2017

d-05. 木村　敬・廣瀬　孝・叶　旭君・片平光彦・小田昭浩・張　樹槐：ブリネル硬度測定によるバイオコークス物性
の簡易推定法について . 平成 29年度農業食料工学会東北支部大会研究発表会要旨集（盛岡市），15‒16，2017

d-06. 叶　旭君・伊澤知輝・張　樹槐：トマトの果色解析によるリコピン含有量の推定および果実の等級選別Android
モバイルアプリケーションの開発 . 平成 29年度農業食料工学会東北支部大会研究発表会要旨集（盛岡市），
17‒18，2017

田中　紀充
a-01． Arakawa,O. S. Kikuya, P. Pungpomin, S. Zhang and N. Tanaka. Accumulation of anthocyanin in apples in 

response to blue light at 450 nm: recommendations for producing quality fruit color under global warming. 
European Journal of Horticultural Science. 81(6)：297-302, 2016.

a-02． Norimitsu Tanaka, Yuki Tanaka-Moriya, Naozumi Mimida, Chikako Honda, Hiroshi Iwanami, Sadao Komori, 
Masato Wada. The analysis of transgenic apples with down-regulated expression of MdPISTILLATA. Plant 
Biotechnology. 33：395-401, 2016.

b-01． 田中紀充：リンゴ栽培の技術的課題．カーペンター・ビクター, 神田健策 , 黄孝春編．「グローバル下のリンゴ産
業─世界と青森─」．弘前大学出版会：249‒261，2017．

c-01． 田中紀充：果樹研究最前線（254）　柱頭への受粉本数がリンゴの果形におよぼす影響．果実日本　72 : 8‒11，
2017．

d-01． 田中紀充・小島夏実・岸　優花・松本省吾・小森貞男・荒川　修：リンゴの中心果と側果の違いが果形に及ぼす
影響．園芸学会（日本大学）．園学研 , 16別1 : 69, 2017.

d-02． 安　松浩・荒川　修・張　樹槐・田中紀充：サクラ ‘ソメイヨシノ’ 花弁の着色に関する研究．園芸学会（日本大学）．
園学研 , 16別1 : 69, 2017.

d-03． Arakawa,O. P. Pungpomin, S. An, and N. Tanaka. Effect of blue light on red color development and anthocyanin 
accumulation of sweet cherries. VIII International Cherry Symposium in Yamagata (山形市). 2017

f-01． 田中紀充：The genetic analysis of Parthenocarpic apple．中国農業科学院鄭州果樹研究所．招待講演．2016．
f-02． 田中紀充：鶴田町労働力マッチングによる農業活性化事業に関する調査研究．調査報告書．2017.
f-03． 田中紀充：柱頭への受粉本数がリンゴの果形におよぼす影響．平成 28年度寒冷地果樹研究会．招待講演． 
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2017．
f-04． 田中紀充：リンゴ「ふじ」における変形果実の発生要因の解明と発生防止技術について．富山県果樹試験場．招

待講演． 2017．

【食農経済コース】
泉谷　眞実
a-1． 小野　洋，野中章久，金井源太，山下善道，泉谷眞実：島嶼国における環境問題─キリバス共和国における水質

調査─．食品経済研究，45 : 21‒31，2017．
a-2． 泉谷眞実：農林業の静脈産業と市場形成の課題．農業と経済，83 （8）: 43‒51，2017．
d-1． 泉谷眞実：東北地域における労働力不足の現局面．平成 29年度　東北農業試験研究推進会議　作物生産推進部

会　農業経営研究会（夏期）（東北農業研究センター），2017．
d-2． 泉谷眞実：稲わら工品産業の存立構造．第 53回東北農業経済学会山形大会個別報告（山形大学），2017．
d-3． 正木　卓，泉谷眞実，房　家琛：養豚業におけるエコフィードの利用と事業経済性に関する研究─青森県の養豚

経営K社を事例として─．第124回北海道農業経済学会例会個別報告（北海道大学），2017．
f-1． シンポジウム座長「東北水田農業の近未来」．第 53回東北農業経済学会山形大会シンポジウム（山形大学），

2017．

渋谷　長生
e-01． 渋谷長生：日本産なまこ輸出拡大に伴う諸問題と今後の方向．弘前大学･青森市「ナマコ機能性研究調査報告書」，

2017年5月
f-01． 渋谷長生：青森県農業の強さと課題．青森県地方自治センター「地方自治あおもり」10‒22, 2016.12月号

石塚　哉史
a-01． 石塚哉史：農産物・食品輸出の現段階的特質と展望．農業市場研究（No.25‒3）：4‒13, 2016．
b-01． 成田拓未・石塚哉史：中国におけるリンゴの生産・消費の現段階．カーペンター・ビクター・黄孝春・神田健策

編『グローバル下のりんご産業─世界と青森─』弘前大学出版会：45‒61, 2017．
b-02． 石塚哉史：台湾のリンゴ市場における日本産の販路確保の展開と課題―青森県弘前市の事例を中心に―．ビ

クター・カーペンター・黄孝春・神田健策編『グローバル下のりんご産業―世界と青森―』弘前大学出版会：
63‒77, 2017．

b-03． 石塚哉史：東日本大震災・原発事故以降の青森県産リンゴ果汁における輸出マーケティングの展開と課題．ビ
クター・カーペンター・黄孝春・神田健策編『グローバル下のりんご産業─世界と青森―』弘前大学出版会：
263‒275, 2017．

c-01． 真下俊樹・後藤　忍・並河信太郎・石塚哉史・前川慎太郎・小林芳朗・三浦俊彦・楠本昭夫・山内ゆかり・合崎
真理：子ども・教職員の安全・健康と環境・食教育．日本教職員組合編：日本の教育―第66集―（アドバンテー
ジサーバー）：241‒256, 2017．

d-01． 高梨子文恵・石塚哉史・澤村圭祐：日本産牛肉のベトナム国内流通主体の特徴と輸出拡大に向けた課題．日本農
業市場学会2017年度大会（岩手大学）, 2017．

d-02． 成田拓未・石塚哉史：わが国におけるぶどう輸出の現状と課題．東北農業経済学会 2017年度大会（山形大学）, 
2017．

e-01． 石塚哉史：食の問題 . 日本教職員組合編：2016年度母と女性教職員の会全国集会報告集（アドバンテージサーバー）: 
61‒64, 2016. 

e-02． 石塚哉史：青森県産りんご輸出におけるバリューチェーンの創出と課題に関する実証的研究 . 平成 28年度弘前大
学若手・新任研究者支援事業研究成果集（弘前大学）: 76, 2017.

f-01． 石塚哉史：TPPと地域農業．つがる市講演会「地域課題・生活課題に取り組む人材育成を図る」（つがる市生涯
学習交流センター松の館）, 2016．

f-02． 石塚哉史：産地農協における多品目野菜輸出の取り組みと課題―湧別町農企業協同組合の事例―．野菜情報（2017
年4月号）: 62‒69, 2017．

f-03． 石塚哉史・正木　卓・成田拓未：平川市まちづくり推進事業について．国立大学法人弘前大学と平川市との平成
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28年度連携調査研究事業成果報告会（東京會舘）, 2017．
f-04． 成田拓未・石塚哉史：「自然の恵みに感謝する豊かな食と農づくり―りんごを活かしたまちづくり―」第 20回日

本環境共生学会地域シンポジウム（弘前大学）, 2017．
f-05． 鵜川洋樹・石塚哉史：「TPP大筋合意と農業者・消費者の対応」座長解題．農村経済研究（No.35-1） : 3‒8, 2017．
f-06． 石塚哉史：「TPP大筋合意と農業者・消費者の対応」座長総括．農村経済研究（No.35-1） : 49‒51, 2017．
f-07． 成田拓未・石塚哉史：座長解題：自然の恵みに感謝する豊かな食と農づくり―りんごを活かしたまちづくり―．

環境共生（第31号） : 22‒25, 2017．

高梨子　文恵
a-01.  高梨子文恵・坂爪浩史：ベトナムにおける中国市場指向型青果物産地の特徴，食農資源経済論集 , 68‒2 : 1‒10, 

2017
a-02.  高梨子文恵：日本の卸売市場への熱い視線―ベトナムの例：農業と経済 , 83‒11, 2017
d-01.  高梨子文恵・石塚哉史・澤村圭祐：ベトナムにおける日本産牛肉流通チャネルの特徴と輸出拡大に向けた課題 ,

　日本農業市場学会（盛岡市）, 2017
d-02.  Fumie Takanashi, Thuy Nguyen Thi: Challenges of Local Value Chain in Vietnamese Food Service -The Case 

of Catering Industry Located in Industrial Zone, 8th ICERD (Nonthaburi, Thailand), 2017
e-01.  石塚哉史・松﨑正敏・高梨子文恵：日本産牛肉のベトナム輸出マーケティング戦略の現段階と課題に関する実証

的研究，平成27年度食肉流通関係委託調査研究報告書，2017
f-01.  高梨子文恵：全国で活躍する女性農業者，かみきた畑美人講座閉校式，2017

成田　拓未
b-01. カーペンター　ビクター・神田健策・黄孝春・成田拓未ほか：グローバル下のリンゴ産業 . 弘前大学出版会 .  

1‒286, 2017
b-02. 種市　豊・相原延英・野見山敏雄・張　娟・成田拓未・安井拓哉：加工・業務用青果物における生産と流通の展

開と展望 . 筑波書房 . 1‒140, 2017
d-01. 成田拓未：日本の農協における物流システムの高度化 . 東亜農業合作社経済発展国際検討会（中国・瀋陽農業大学）, 

2016
d-02.  成田拓未・石塚哉史：座長解題・自然の恵みに感謝する豊かな農と食づくり：りんごを活かしたまちづくり . 日

本環境共生学会地域シンポジウム（弘前大学）, 2017
d-03.  成田拓未：我が国におけるぶどう輸出の現状と課題：山形県における農協のシャインマスカット輸出を事例に . 

東北農業経済学会個別報告（山形大学）, 2017
f-01.  成田拓未：果実のマーケティング：青森・りんご産地の事例を中心に . 農業と経済 . 82 （10） : 48‒53, 2016
f-02.  成田拓未：農林水産物・食品輸出とTPP. 農中総研情報 . 57 : 12‒13, 2016
f-03.  成田拓未：TPPによるりんご農家のメリット，デメリット . りんご技術 . 36 （1）: 38‒41, 2016
f-04.  成田拓未：第5報告へのコメント . 農村経済研究 . 35 （1）: 46‒48, 2017
f-05.  成田拓未：カットリンゴの新展開と流通システムの革新 . 果実日本 . 72 （7）: 62‒66, 2017
f-06.  成田拓未・石塚哉史：座長解題：自然の恵みに感謝する豊かな職と農づくり：りんごを活かしたまちづくり . 環

境共生 . 31 : 22‒25, 2017

佐藤　加寿子
a-01. 佐藤加寿子：秋田県農業の現状と園芸メガ団地育成事業．農業・農協問題研究，62 : 2‒12, 2017
a-02. 佐藤加寿子：神田健策編「新自由主義下の地域・農業・農協」筑波書房2014年．歴史と経済，234 : 55‒56, 2017
b-01. 鵜川洋樹・佐藤加寿子・佐藤　了：はじめに『転換期の水田農業─稲単作地帯における挑戦─』：ⅰ‒ⅴ , 農林統

計協会 , 2017
b-02. 佐藤加寿子：第1章 秋田県水田農業の与件変化─米政策改革による影響─『転換期の水田農業─稲単作地帯にお

ける挑戦─』：1‒18農林統計協会 , 2017
b-03. 佐藤加寿子：おわりに『転換期の水田農業─稲単作地帯における挑戦─』 ： 265‒266, 農林統計協会 , 2017
f-01. 佐藤加寿子：秋田県農業が直面している事態と園芸メガ団地育成事業．農業・農協問題研究所，研究所東北支部

共催　現地研究会（秋田県由利本荘市文化交流館カダーレ），2016
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佐藤　孝宏
a-01. Takahiro Sato, Mario Lopez, Taizo Wada, Shiro Sato, Makoto Nishi, Kazuo Watanabe, 2016. Humanosphere 

potentiality index: Appraising existing indicators from a long-term perspective. The International Journal of 
Social Quality 6(1):32-66.  

a-02. Takahiro Sato, 2016. Overview of food-water-energy nexus in India: with special reference to Punjab and Tamil 
Nadu. Paper presented in the 8th INDAS-South Asia International Conference“Toward Sustainable Development 
of India and South Asia“, Kyoto, Japan.

b-01. Takahiro Sato, in press, ”Livelihood Transformability in Indian Villages with Poor Water Resources: The Case 
of Tamil Nadu”. In Mio et al. (eds.) “Structural Transformation in Globalizing South Asia: Comprehensive Area 
Studies for Sustainable, Inclusive, and Peaceful Development”, Senri Ethnological Studies.

 （査読つき、2017年 7月 24日掲載許可，出版予定 2017年12月）
d-01. 佐藤孝宏：南アジア半乾燥地におけるプロソピス被覆面積拡大が世帯収入に及ぼす影響．人間文化研究機構「現

代中東地域研究」秋田大学拠点，人間文化研究機構「南アジア地域研究」京都大学拠点共催研究会「中東と南ア
ジアの外来移入種メスキート問題―砂漠化対処から水・エネルギー・食料の資源ネクサスへ―」（秋田大学），
2016年11月19日．

f-01.  Takahiro Sato.: Comment on the session 1: Impact of Climate Change, Water and Energy on Long-term Socio-
economic Changes. RIHN 11th International Symposium Asia's Transformation to Sustainability: Past, Present 
and Future of the Anthropocene (総合地球環境学研究所), 2017年3月10日.

f-02.  Takahiro Sato, Mario Lopez, Taizo Wada, Shiro Sato, Makoto Nishi, Kazuo Watanabe, 2017. Humanosphere 
Potentiality Index: Envisioning a strong sustainability paradigm approach for the globe. [Online] available at: 
http://www.sustainablehumanosphere.org/

 （a-01の論文内容を国際的に発信するためのホームページの作成と公開）
f-03.  佐藤孝宏：環インド洋諸熱帯地域の農業生産性 .「環インド洋熱帯地域における複数発展径路と自然環境─比較

と連関」研究　第一回研究会（総合地球環境学研究所），2017年6月24日 .

吉仲　怜
a-01. 野中章久・吉仲　怜・金井源太：コメ乾燥にかかる電気料金の実態と自家発電による削減の可能性─北東北地域

の稲作法人を事例として─．農業経済研究 . 第88巻第4号 : 376‒381, 2017.
e-01. 吉仲　怜：平成 28年度果樹経営マーケットイン拡大サポート事業におけるカットりんご専用モデル実証ほ経営

調査報告書（青森県）, 2017.
e-02.  吉仲　怜：青森県農業経営研究協会賞受賞者の営農展開過程に関する調査研究報告書（青森県農業経営研究協会）, 

2017.

正木　卓
a-01. Masaki,S., Shin,D.: The Follow-up System in Order to Establish “Sixth-order Industrialization” - A Case of a 

Promoting Council of the Foods & Tourism Cluster Type in Hokkaido．J. Korean Soc. Int. Agric.29-3 : 251-261, 
2017．

a-02. 正木　卓・高　恵琛・坂下明彦：北海道における協同組合のレーゾンデートル．協同組合研究．37 : 13‒23，
2017．

a-03. 渡辺康平・小林国之・正木　卓・申　錬鐡：地場企業によるインショップ事業の収益性と利用生産者の販路分析
─岡山県有限会社漂流岡山を事例に─．農業経済研究．88 （4） : 400‒405，2017．

a-04. 正木　卓：改正農協法下における農協監査制度の課題と中央会の対応─北海道を事例として．農業経済研究．
88 （3）: 293‒298，2016．

b-01. 正木　卓：農協監査制度改革と懸念される課題．小林国之編著『北海道から農協改革を問う』筑波書房：131‒
154，2017．

d-01. 正木　卓・泉谷眞実・房　家琛：養豚業におけるエコフィードの利用と事業経済性に関する研究─青森県の養豚
経営 K社を事例として─．第 134回北海道農業経済学会例会個別報告（北海道大学）, 2017．

d-02. 正木　卓：シンポジウム「東北水田農業の近未来」コメント．第53回東北農業経済学会（山形大学）, 2017．
d-03. 柏　絵織・正木　卓：農福連携による障害者の就労支援の取組みと農村地域への影響─ 北海道T町を事例に─．
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日本協同組合学会第 36回大会個別論題報告（北海道大学）, 2016．
f-01. 正木　卓：中山間地域における農業振興と地域農業支援システム．平成 29年度全国中山間地域振興対策協議会

東北支部協議会講演会（南部町）, 2017．
f-02. 正木　卓：農協事業及び地域振興の課題整理．JA新函館南渡島地区担い手養成講座ワークショップ講師（知内町）, 

2017．
f-03. 正木　卓：集落営農の経営発展に向けて必要な地域支援．あおもり集落営農ステップアップセミナー基調講演（青

森市）, 2017．
f-04. 正木　卓・房　家琛：食品循環資源の飼料化とその市場形成─青森県の養豚法人Ｋ社を事例として─．農業と経

済（2017年9月号）：61‒69，2017．
f-05. 正木　卓：農協が支える地域インフラの実態─北海道厚生連を事例に─．協同組合研究誌（2017年臨時増刊）：

110‒118，2017．
f-06. 正木　卓：北海道における生活拠点としての店の役割─生協の取組と農協の協同組合間協同から─．協同組合研

究誌（2017年春号）：24‒31，2017．
f-07. 正木　卓：地域農業・農村戦略策定推進事業報告書（稲作野菜複合地域，園芸地域）．北海道地域農業研究所：

24‒29, 57‒60, 2017．
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【地域環境工学科】
泉　完
a-01． 矢田谷健一・泉　完・東　信行・丸居　篤：既設全面越流型階段式魚道切欠き部における小型ウキゴリ類等の遡

上実態調査，土木学会論文集B1（水工学） Vol.73, No.4, I_397-I_402,2017.
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